第５９回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　平成２０年３月１２日（水）午後６時
２． eq \o\ad(開催場所,　　　　　)　　　沼津市魚町１番地
　　　　　　　　　　　　　サンフロントビル　３Ｆ　会議室

３．委員の出欠
 eq \o\ad(委員総員,　　　　　　)　　　　　８名
 eq \o\ad(出席委員数,　　　　　　)        　６名

出席委員氏名　　
清水義一

千野慎一郎

荻生昌平

村松晶子

冨山治子

土屋雅一

欠席委員氏名　 横山　勝

　　井上純代

　　　　　　　　
放送事業者　　　佐藤恭平

藤嶋正巳
４．議　　題
　　　平成２０年３月２日（土）９:０２～９:２７放送　　　　　　番組名　ＣＯＡＳＴ中国倶楽部
毎週土曜日９：０２からに放送している番組。中国通のパーソナリティー・高橋恵子と新人の石原百恵が中国の話題、音楽などをテーマにトークを展開する。

５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（会社側：佐藤）　審議委員の皆様、お忙しい中お集まり頂きましてありがとうございます。今回は第５９回目となります。本日ご審議頂きますのは、お手元の番組表にあります様に、毎週土曜日午前放送の生ワイド番組「週間ぬまらー」内で９時２分から放送の「ＣＯＡＳＴ中国倶楽部」という２５分のコーナーです。この番組は中国通のパーソナリティー・高橋恵子と新人の石原百恵によるトーク番組で、「中国倶楽部」という名前にもありますように、中国語を交えて中国事情などをお伝えする自社制作の番組です。


　高橋恵子は中国語も堪能で、番組は語学番組の一面ももっています。それではお聞きいただきます。

（　番　組　聴　取　）・・・

（会社側：佐藤）　本日は、千野委員が都合で途中退席なさいますので、千野委員からご意見を伺います。
（千野委員）　　　時期的に中国を紹介するのは良い。但し石原さんはまだぎこちない印象を受けた。また番組内でインタビューを受けた女性の受け答えは分かりやすかったが、どういう方なのかもう少し紹介してほしかった。

（清水委員長）　　では続いて村松委員からお願いします。

（村松委員）
　女性２人の組み合わせは珍しい、年の差があるので母娘のような役割を演じても良かった。中国の印象が良くない時期なので、中国の話題をとりあげるのはタイムリー。番組内の中国語のヤジの話が興味深い。番組内でインタビューを受けた女性と高橋さんとで上海の話をさせたかった。

（富山委員）　　 　高橋さんはベテランだが、石原さんはまだまだだった。番組は中国の宇宙旅行の話から始まったが、オープニングのテーマとしてはどうかと思う。また中国のＣＤの買い方を知りたかった。中国語の解説は非常に良かった。解説する単語を選ぶ基準があれば知りたい。トーク　→　インタビュウー　→　音楽　→　エンディングという番組の構成には考慮の余地がある。

（会社側：佐藤）　石原は新人で養成中です。今後の成長を期待していただきたいと思います。中国語の単語を選ぶ基準はトークのテーマに添った物を選んでいるようです。

（土屋委員）　　　放送時刻は日曜日の朝より、土曜日の午後が良いと思う。番組は高橋さんの話し方が明瞭でメリハリがありよく聞き取れた。エンディング前の曲の使い方を含め番組構成にもっと工夫がほしい。
（荻生委員）　　北京オリンピクを前にこの番組を取り上げたのが面白い。登場した女性の声の音域が似ているので誰が誰なのか分かりづらかった。石原さんは高橋さんのトークに割りいることができなかったし、相槌の打ち方が単調だった。番組冒頭の宇宙旅行の話から中国の貧富の差が感じ取れた。これはこれでひとつの切り口だった。インタビューの場面では中国の環境汚染や食物に対する二人の一般的な話だったが、最近の情報を盛り込んでほしかった。中国語の解説は中国人像が理解できて良かった。
　　　　　　　　

（清水委員長）　　どなたも「高橋さんの印象が強く、石原さんの存在が希薄」との感想だったと思う。番組自体は真面目な印象を受けたし、中国を一面的でなく、別の側面を紹介した良い番組だった。

（会社側：佐藤）　高橋は親中派です。一地方局から中国情報を発信することで、中国の悪い面のみの報道を是正したい思いがあるようです。この番組自体も６年以上続いている長い番組です。また高橋自身もしばしば中国を訪れた実体験を紹介しています。

（荻生委員）　　　高橋さんはベテランで実力があるのだから、インタビューに仕方や内容にもっと工夫がほしい。また石原さんを積極的にリードしてほしかった。

（清水委員長）　　言い方は違うが、皆さんそこが一番感じた部分だと思う。

（会社側：佐藤）  石原は徐々に力をつけているので、４月から新番組に登用する予定です。

（富山委員）　　　番組改編に当たり、何か大きなテーマがありますか。

（会社側：佐藤）  当社開局１０周年でもあり、大枠で「環境」をテーマにしています。各パーソナリティーには番組内で環境改善に取り組んでいる企業紹介などの話題を取り上げるよう伝えています。

（荻生委員）
　演劇をやっている岩崎直さんのシルクロード旅行などの話を番組に取り上げてはどうか。

（会社側：佐藤）　ありがとうございます。高橋にその旨を伝え検討させます。

（村松委員）
　これを機会に、中国語以外の言語をとりあげてはどうか。

（会社側：佐藤）　３月で終了しますが、「ラテン原」というスペイン語の番組や、カナダ人男性が出演した番組も過去にあり、今後もできる限り国際色豊かな編成を心がけます。

（清水委員長）　　ではこの辺で審議終了とし、次回は５月９日金曜日としたいのですが、いかがでしょう。

（会社側：佐藤）　はい。私どもは５月９日で結構です。また時期が来ましたらご案内を出します。

　　　　　　　　　

（清水委員長）　　９日（金）で皆さん御異存がなければその予定にしたいと思います。委員の皆様はいかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　・・・・・

では、次回は５月９日ということにします。それではまたよろしくお願いします。

（会社側：佐藤）　色々と貴重なご意見ありがとうございました。本日はどうもありがとうございました。
６．審議会での意見についてとった措置について
　　各委員からの意見や感想については今後の自社制作番組に生かし、より良い番組作りをする検討材料としました。

　　　ご指摘を受けた点は番組担当に伝え、改善するように指示しました。

７．審議会の内容の公表
　　　弊社ホームページにて公表する。
　　　

８．その他の参考事項
　　　次回の番組審議会は平成２０年５月９日（金）午後６：００より行う。
様式４－２








